令和２年度鳥取市農業賞受賞者概要

＜優良農業者＞
　氏名　前田　大生（まえた　だいき）　
　年齢　３７歳
住所　鳥取市河原町水根１２８
営農部門　果樹策農業
経営規模　梨１００ａ、ぶどう３０ａ、桃３ａ、桜桃３ａ

　　受賞理由
[bookmark: _GoBack]平成２４年の就農以降、梨やぶどうなどの果樹栽培を中心に営農し、桃、桜桃などの新たな品目にも取り組み、計画的な経営規模拡大を行っている。梨栽培については、根域を制限して梨の栽培を行う根域制限栽培法を鳥取市内で最初に導入し、果実の高糖度化、高収量化につなげるとともに、インターネットやＳＮＳを活用した販路拡大に取り組み安定した農家経営を行っている。
また、鳥取の梨の魅力を県内外にＰＲする活動にも積極的に取り組み、認定新規就農者の栽培指導を行うなど、若手農業者の代表として本市の農業振興に寄与している。



＜優良営農組織＞
　組織名称　　農事組合法人河内こわらび　
所在地　　　鳥取市河内５６５
代表者　　　竹内　健（たけうち　つよし）
設立年月日　平成２９年４月１日

　　受賞理由
河内集落周辺の不耕作地の受託を積極的に行い、集落の耕作放棄地の解消を目
的として農地集約に取り組み、地域農業を守り発展させるための活動行っている。平成３０年から圃場整備を実施し、主な栽培品目である水稲と学校給食用の里
芋栽培の効率化を図った。これは次世代に農地を残し、地域農業をつなげていく
ためのもので、河内こわらびのこれらの取組、組織としてのまとまりは、他の集
落への波及効果も期待される。


＜功労者者＞
　氏名　山本　正明（やまもと　まさあき）　
　年齢　８２歳
住所　鳥取市杉崎３５６
営農部門　米作農業
経営規模　水稲６６ａ、飼料稲４７６ａ、飼料トウモロコシ３４８ａ、野菜１０ａ

受賞理由
地域農業の振興を念頭に置き、津ノ井地域における遊休農地の発生を未然に防
ぐため、また荒廃農地の解消を目的とし、農地の集積・集約を積極的に行い、持続的な地域農業体制の構築、発展に寄与している。
　営農に関して、耕畜連携の取組で本市におけるWCS用米大規模栽培の先駆的立場であり、鳥取県畜産農業協同組合の理事としての活動もあわせ、本市畜産飼料の自給率向上の一助となっている。
また、後進の育成にも注力し、自身が営農指導を行った若手農業者とともに法人化に取り組み「（株）さくらファーム」を設立。杉崎地域、生山地域などの農地１３ｈａを集約し、農業の持続化に向け新たな取組を開始。
地域農業の振興や農地保全に関して長年にわたり積極的に取り組んでいる。
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